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論文審査の要旨（400字以内） 

統合失調症の家族心理教育は、患者や家族に関して強いエビデンスが示されている

が、実際の臨床の場において医師が感じる効果や評価の報告はほとんど知られてい

ない。本研究では、主治医の立場から家族心理教育( 家族会) に参加した家族の変

化がどう感じられたかを明らかにし、家族心理教育の意義と治療のなかでの位置づけ

について検証を行っている。その結果、家族心理教育は有益と評価され、主治医は

介入対象たる家族のアウトカムを期待し、家族心理教育は、家族の状態改善をもたら

すという役割を持つものと考えられた。即ち、実際の臨床の場においても、統合失調

症の治療医が家族心理教育の効果を実感し高く評価していることがわかった。この論

文発表によって、全国的に統合失調症の治療に家族心理教育が取り入れられ、同疾

患に苦しむ患者を救う重要な一歩になることを考えると、同論文の意義はたいへん深

く、学位授与に値する内容と思われる。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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